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非核自治体銀座コース②
岩倉・江南では平和行進を実施　沿道からの共感広がる

2022 年 6 月 11 日（No.11）

◆参加者　のべ 202 人　◆折り鶴　15,150 羽
◆募金　46,270 円　◆ペナント　79 本
◆日本政府に禁止条約への参加を求める署名　10 筆
◆自治体からのペナント　24 本（本日までの累計）
◆自治体からの協賛金　62,000 円（本日までの累計）

岩倉市役所→千秋病院→

浅野交差点→一宮市役所 葵公園

　　→江南市役所→大口町役場
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●岩倉市役所
岩倉市は、市役所前で柴田副市長、伊藤議長も参加して、平和行進の出発集会が行われました。副市長、議長からの

激励のあと、実行委員会から自治労連林委員長から「県内各地を訴えきた平和行進、大成功させよましょう」と呼びか
けました。
　その後、市役所から岩倉駅までの短い距離でしたが核兵器廃絶を市民に訴え歩きました。
　岩倉市との懇談では、募金とペナントに応じていただきました。非核平和行政が紹介されました。
8 月には、戦争資料展を開催。被団協パネルや愛知戦争に関する資料館からの資料の展示。また、
平和コーナーを設置し、市民に折鶴を折ってもらう、戦争体験を聞く会など、多彩な事業が行われ
ていることが紹介されました。

◆参加者　のべ 30 人　◆折り鶴　4,150 羽
◆募金　17,564 円　◆ペナント　19 本
◆日本政府に禁止条約への参加を求める署名　10 筆

岩
倉

●尾張健友会　千秋病院



浅野交差点、尾西庁舎南交差点、馬引パチンコ
店前でスタンディングでアピール

●一宮市内 3 か所でスタンディング、葵公園で集会

●滝高校～江南市役所まで行進

8:30 10:30
扶桑町役場→犬山市役所

→犬山城前 岐阜県へ引き継ぎ

●大口町の議長、総務部長と懇談

12:00

◆参加者　のべ 40 人　◆折り鶴　3,000 羽
◆募金　5,150 円　◆ペナント　11 本

江
南

千秋病院では、尾張健友会の歓迎集会が行われました。時間になると看護士、
介護士、リハビリ技師など次々と職員が核兵器廃絶のバナーや横幕をもって参
加。実に 100 人となりました。くらし平和委員会の代表上平さんは、「政府が禁
止条約に参加するならば、北朝鮮や中国との衝突の危険は大きく低下し、世界
の反核運動を大きく前進させるでしょう」と激励しました。集会後、病院の敷
地内を平和行進。デイサービスなどに来ている利用者からも手を振って歓迎さ
れます。その後、近隣交差点でのスタンディング。職員中心に 60 名以上の行
動は圧巻でした。

◆参加者　のべ 132 人　◆折り鶴　8,000 羽
◆募金　23,556 円　◆ペナント　49 本

一
宮

一宮市は、浅野交差点と尾西地域 2 ヶ所でスタンディング、市役所前
の公園で集会を行いました。市職員からは、昨年 100 年事業として中学生
20名を沖縄に平和教育として派遣したことを紹介しました。新婦人の方は、

「ウクライナの惨状に胸打たれた。戦争は絶対ダメ。核の無い子どもが笑
える世界を作りたい」と話しました。

● 6 月 7 日とよあけコース
前後駅前で行われ

たスタンディングに
は 33 人が参加。豊明
市長と郷右近市議が

江南市の行進は、滝高校横の交差点から 2 キロ弱、江南市役
所まで 20 名です。片側交互通行の下でゆっくりのアピールでし
た。

市役所西口の集会では代表の報告を役所 40 名で受けました。
市教育次長から昭和 61 年平和都市宣言、平成 22 年平和市長会参加、平成 23 年市長名で被爆者国際署名などで応援し
てきました。とのお話が紹介されました。一方でペナントと
募金は、今年は辞退したいとのお話でした。

大口町役場では齊木議長、佐
藤総務部長、江幡議員らと行進
団が要請に基づいた懇談を行い
ました。。議長は、被爆体験を
語り継ぐことの大切さや中学生

を広島に送る取り組みなど、コロナによる中断もあったけどこれからも続
けたいと表明。また、大口町議会では令和元年 12 月に「日本政府に核兵
器禁止条約への参加 • 署名 • 批准を求める意見書」が採択され、日本政府
に届けらているそうです。あわせて、町長と町議会議長の賛同署名と募金
とペナントをいただき、行進団は午後の疲れも吹き飛ぶ思いでした。

あいさつし、参加者によるリレートークが行われ
ました。


